
This article can also be read in English.  See P.10

ウイスキーへの情熱を再び
クラフトウイスキー蒸溜所が満を持して復活「安積蒸溜所」

世界的な人気を誇るウイスキー「イチローズモルト」との深い縁がきっかけで、
かつて“地ウイスキーブーム”を牽引した「北のチェリー」の製造元・笹の川酒造が、ウイスキー造りを再開。
時代に求められるウイスキーと向き合いながら、守り続ける代々受け継がれてきた酒造りへの思いとは。

社長の弟でもある山口恭司専務（左）とヘッドディスティラーの
黒羽祥平氏（右）。「男気のある社長とマーケットを読むのが得意な専務。

タイプの違う二人ですが息はピッタリです」（黒羽氏）

Koriyama-shi, Fukushima
KORIYAMA

先祖から受け継いだ先祖から受け継いだ
チャレンジ精神でチャレンジ精神で

ウイスキー造りに再挑戦ウイスキー造りに再挑戦

仲
間
の
窮
地
を
救
っ
た
縁

　
国
内
の
み
な
ら
ず
、海
外
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
も
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
続
け
、ウ

イ
ス
キ
ー
フ
ァ
ン
か
ら
熱
い
支
持
を
得
て

い
る
安あ
さ
か積

蒸
溜
所
を
運
営
す
る
笹
の
川

酒
造
は
、1
9
8
0
年
代
の
第
一
次
ウ
イ

ス
キ
ー
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
た
「
北
の
チ
ェ

リ
ー
、東
の
東
亜
、西
の
マ
ル
ス
」の一
つ
。

”チ
ェ
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー“
を
生
み
、「
地
ウ

イ
ス
キ
ー
北
の
雄
」と
し
て
全
国
に
そ
の

名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
、国
内
の
ウ
イ
ス
キ
ー

市
場
は
冬
の
時
代
を
迎
え
、笹
の
川
酒

造
も
ウ
イ
ス
キ
ー
の
蒸
留
を
休
止
し
、事

業
の
中
心
は
日
本
酒
製
造
に
な
り
ま
し

た
。そ
ん
な
時
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
製
造
し

て
い
た
仲
間
の
酒
造
会
社
か
ら
、
ウ
イ
ス

キ
ー
原
酒
の
在
庫
廃
棄
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
る
と
の
相
談
を
受
け
、山

口
哲
蔵
社
長
は
、「
長
い
年
月
を
か
け
て

熟
成
を
重
ね
て
き
た
ウ
イ
ス
キ
ー
は
捨

て
て
し
ま
っ
た
ら
終
わ
り
。業
界
に
と
っ

て
大
き
な
損
失
に
な
る
」と
な
ん
と
か

し
た
い一心
で
敷
地
内
の
貯
蔵
庫
を
提
供

し
、保
管
を
引
き
受
け
た
の
で
す
。

　
や
が
て
そ
の
原
酒
は
「
イ
チ
ロ
ー
ズ
モ

ル
ト
」と
し
て
世
に
送
り
出
さ
れ
、瞬
く

間
に
業
界
を
席
巻
。窮
地
を
救
っ
た
株

式
会
社
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
代
表
の

肥あ
く
と土

伊
知
郎
氏
と
の
親
交
が
深
ま
る
に

つ
れ
、山
口
社
長
は
次
第
に
本
格
的
な
ウ

イ
ス
キ
ー
の
製
造
に
興
味
を
惹
か
れ
て

い
き
ま
し
た
。

一
か
ら
始
め
た
ウ
イ
ス
キ
ー
造
り

　　
2
0
1
5
年
に
創
業
2
5
0
周
年
を

迎
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、山
口
社
長
は
ウ

イ
ス
キ
ー
蒸
留
の
再
開
を
決
意
。創
業
の

地
か
ら
移
築
し
た
土
蔵
建
築
の
蔵
を
「
安

積
蒸
溜
所
」と
し
て
構
え
、ポ
ッ
ト
ス
チ
ル

や
マ
ッ
シ
ュ
タ
ン
な
ど
の
設
備
を
新
調
。肥

土
氏
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、ウ
イ

ス
キ
ー
造
り
の
全
て
の
工
程
と
丁
寧
に
向

き
合
い
、製
造
を
始
め
ま
し
た
。

　「
肥
土
さ
ん
を
通
し
て
見
え
た
新
た
な

ウ
イ
ス
キ
ー
市
場
は
、私
た
ち
が
知
る
市

場
と
は
、売
り
方
も
購
入
者
層
も
大
き
く

違
い
ま
し
た
。時
代
の
流
れ
に
伴
っ
た
進

化
を
感
じ
ま
し
た
ね
。そ
の
動
向
に
あ
わ

せ
て
、私
た
ち
も一
か
ら
ウ
イ
ス
キ
ー
造
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
山
口
社
長
）

　

2
0
2
2
年
、ワ
ー
ル
ド
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・

ア
ワ
ー
ド
で
世
界
最
高
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
数
々
の
賞
を
受
賞
。郡
山
の
ウ
イ
ス
キ
ー

が
再
び
脚
光
を
浴
び
た
の
に
は
、臆
す
る

こ
と
な
く
蒸
留
所
の
復
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
結
果
だ
と
山
口
社
長
は
語
り
ま
す
。

「
先
々
代
（
8
代
目
）の
祖
父
は
先
見
性

が
あ
り
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製
造
免
許
を
取
得

し
、先
代
（
9
代
目
）の
父
は
企
業
規
模
を

拡
大
し
現
在
地
へ
移
転
し
ま
し
た
。新
し
い

こ
と
に
果
敢
に
挑
む
の
は
、家
系
的
に
自

然
な
流
れ
な
ん
で
す
（
笑
）」

”丸
み“
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

　
こ
の
度
発
売
す
る
「
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト

安
積 

ナ
パ 

ヴ
ァ
レ
ー 

カ
ベ
ル
ネ 

ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
カ
ス
ク 

リ
ザ
ー
ヴ
」は
、し
っ

か
り
と
し
た
味
わ
い
に
安
積
蒸
溜
所
ら

し
い
上
品
な
フ
ル
ー
テ
ィ
さ
が
織
り
重

な
っ
た
珠
玉
の
逸
品
。「
私
た
ち
が
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、透
明
感
と
き
れ
い
な

飲
み
口
。そ
し
て
、調
和
が
取
れ
た
角
が

な
い
”丸
み“
。ス
ト
レ
ー
ト
で
飲
む
と
、

そ
の
特
長
を
よ
り
感
じ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
」（
山
口
社
長
）

　
安
積
蒸
溜
所
の
歴
史
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
。今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
続
き
ま
す
。

JAL限定品。2018年に蒸留した
ノンピーテッドのモルト原酒を
バーボン樽で熟成し、その後、
カベルネ ソーヴィニヨンのワイン樽で
カスクフィニッシュ（追加熟成）。
赤ワイン由来の美しい色合いと
フルーティな香りが際立つ。

シングルモルト 安積シングルモルト 安積
ナパ ヴァレー ナパ ヴァレー 
カベルネ ソーヴィニヨン カベルネ ソーヴィニヨン 
カスク リザーヴ　カスク リザーヴ　

詳しくはP.102へ

1765年（明和2年）創業の笹の
川酒造の10代目蔵元。安積町

（現在の郡山市）で育ち、大学進
学で上京、1978年笹の川酒造に
入社。2015年創業250周年を
迎え「5代目山口哲蔵」を襲名。

笹の川酒造株式会社
代表取締役社長

山口 哲蔵
やまぐち  てつぞう

白い漆喰の壁の蒸留所。セパレーター*1 体験や
ハンドフィル*2 、試飲などができる、

有料の「プレミアムコース」での工場見学も人気。

*1  機械で粉砕した大麦麦芽を「グリストセパレーター」という道具を使用して粉砕度合いや割合をチェックする工程。
*2  蒸留所の数種類のウイスキーを自分好みの配合でブレンドしてボトリングし、オリジナルウイスキーとして購入できる。

「背丈が短く、ラインアームがやや
下向きの形状が安積ならではの個性を

生み出します」（山口社長）

ウイスキー原酒を守りぬいた
「イチローズモルト」の樽。

その出会いはかけがえのない縁に。

約1,400樽が並ぶ貯蔵庫。
安積蒸溜所では「ウイスキー樽

オーナー制度」を導入しています。

猪苗代湖の南に位置する安積蒸溜所。
冬に磐梯山から吹き下ろす西風は

ウイスキーの熟成に良い影響を与えます。

JAPANESE WHISKY   
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